
文
献
句
作
す
も
も
の
な
〈
、
林
倒
的
街
地
川
明
ら
か
で

オ
ヒ
X
ル
ガ
賓
ケ
主

Z
缶

石
川
閣
の
車
問
に

一
キ
二
，
丸
御
讃
式
。
ヵ
ナ
ヤ
オ
ヒ
ロ
シ
キ
金
谷
飼

一
品
・緑
川
k
h
E
盆
方
・前
川
左
面
門
直
央
三
λ
に
命
ぜ

な
ト
。
明
治

之
年
一
=
月
御
い
押
山
町
す
の
巾
、
水
持

t

E
っ
て
、
加
的
鳩
蜘
・
陸
中

一一同
に
跨
る
。
ね
さ
一
入

一
腕
式
。
ェ
ド
オ
ヒ
ロ
シ
キ
江
戸
御
崎
式
O

F

ら
れ
た
が
、
犯
政
七
年
持
政
の
逝
去
徒
に
意
〈
抑
役

持
・
民
除
却
の

n的
に
怖
の
も
の
を
除
き
、
他
は
還
問
一
米
。
山

nrn叩先
制
耐
む
。
一
に
笈
山
・勉
叫
と
も

オ
ヒ
ワ
ケ
退
分

I
，
オ

イ

ワ

ケ

老

分

ハ

出

し

た

υ

く
民
間
に
捌
ド
げ
た
。

い
ひ
、
住
ザ
を
在
的
山
と
も
計
〈
。
積
約
は
巾

包

か

山
)。

一

オ
ホ
ア
ナ
モ
チ
Z
カ
主
イ
シ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
大
穴

オ
ハ
ヤ
シ
シ
ン
カ
イ
御
林
新
開
引
に
一
椛
有
林
ら
ご
一
一
粁
除
。

待
て
山
巾
か
ら
総
附
を
殺
見
し
た
υ

一

オ
ヒ
ワ
ケ
逗
分

鹿
島
市
際
野
の
内
の
小
学
。

一
一持
像
石
神
社

羽
咋
抑
一
宮
寺
家
に
鎮
座
す
る
o
式

た
る
地
を
新
同
し
て
川
畑
と
す
る
を
い
ふ
。
御
林
中
丁
キ
ヨ
ウ
グ
ツ
料
問
。

一

オ
ブ
ツ
デ
ン

御
悌
殿
金
川
伸
一
誠
一外
甚
右
衛
門
坂

一
内
等
他
社
記
に
、

『
大
穴
持
制
限
幻
湖
一
位
。
式
内
一

に
も
樹
木
の
俊
一
行
せ
ず
し
て
有
名
川
県
引
の
も
の
が
あ

一

オ
ヒ
ズ
ル
サ
ガ
シ

笈
桜

辛
若
の
柏
町
物
の
中
に

一
一
卜
に
在
っ
て
、
域
内
の
東
烈
宮
に
附
開
削
す
る
別
活
断

一
座

o
U知
郷
一
宮
寺
家
村
銀
腔
ω
以
v
r
伯仲帥一一一制問
u
』

る
か
ら
、
村
方
桜
山
の
巾
に
代
り
の
御
林
を
設
定

一
回
根
川比一

ω笈
J

怒
り
こ
曲
が
あ
る
o
笈
川
世
は
出
撲
の
後

一
と
同
一
境
内
に
在
っ
た
。

十
二
加
御
定
都
に
『
御
仙

一
と
あ
り
、
コ
一
代
白
銀
に

『以
間
二
年
六
且
九
日
能
殺

し
、
前
の
御
林
新
山
聞
を
川
献
す
る
時
は
ぬ
川
さ
れ
る
こ

一
ー
を
泣
け
る
も
の
で
、
中山科
・排
磁
の
士
市
従
相
抽
出
へ
て
、
一
段
は
寛
文
二
年
御
這
管
』
と
い
ひ
、
壬
寅
妄
芯
に

一
同
大
{
八
持
制
・宿
那
彦
制
品
同
一
内
川
船
列
=
官
枇
一
』
と
あ

と
も
あ
っ
た
。

一
先
づ
佐
縦
武
川
柳
に
綜
で
、
舟
に
采
じ
て
珠
洲
岬
に

一『
大
猷
公
御
仰
段
、郭
訟
。
御
仰
殿
御
問
鹿
山
間
有
公
明
巾

一
る
も
の
是
で
あ
る
。
中
比
於
奈
知
宮
と
抑
制
し
た
が
、

オ
ヒ
カ
ハ
追
川

一
加
。
尖
川
の
例
入
牢
脈
の

一
出
で
、
一
淀
川
し
て
越
中
に
入
。
、
越
後
の
直
江
津
か

一
憲
公
也
。
但
笛
分
御
別
諸
問
山
安
置
。
』
と
あ
る
か
ら
、

一
明
治
六
年
頂
枇
に
改
め
、
十
年
大
穴
符
品
開
討
刑
制
に

編
。
元
文
巾
初
各
の
自
序
が
あ
り
、
一
況
隔
日
出
治
共
街

一
ら
復
山
山
卜
い
に
作
び
、
次
い
で
寺
泊
に
上
陸
し
、
鼠
つ

一一徳
川
家
光
の
援
牌
を
安
置
す
る
鉛
に
倒
置
し
た
所
と

一
復
し
た
。

の
桜
行
。
安
林
門
下
℃
金
仰
の
人
袋
符
川
川
山
首
干
の
公

一
き
の
開
聞
に
向
か
ふ
と
き
、
戦
終
が
あ
い
の
ふ
に
身
を

一
見
え
る
O

↓
ジ
y
ゴ
ジ
榊
政
寺
。

一

オ
ホ
ア
ナ
モ
チ

Z
ノ
シ
ロ
ジ
ン
ジ
ヤ
大
穴
持
身

句
辿
旬
キ
一
料
紙
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
扮
し
て
通
過
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
般
に
幸
若

一

オ
ブ
ツ
デ
ン
ナ
ラ
ビ
ニ
ベ
ッ
ト
ウ
ヤ
シ
キ
ウ
ケ
ト

一
代
神
社

勾
町
山
梨
谷
小
山
村
に
銀
座

A'る
。
先
に

オ
ピ
カ
ベ

帯
壁

J
タ
テ
カ
ペ

mm弘

u

一
の
笈
…仰
は
、
義
制
日
記
の

『
如
話
の
授
に
て
務
総
を
排

一
リ
ビ
ケ
シ
御
備
殿
並
別
蛍
屋
麗
諸
原
火
消

』
ウ

一
大
穴
持
品
開
石
榊
剰
と
都
し
た
が
、
剥
脱
の
事
誌
が
あ

オ
ヒ
ガ
ラ
御
日
柄
将
軍
父
は
椛
供
服
刊
の
忠

一
腔
う
ち
怒
る
事
』
の
僚
を
、
鼠
っ
き
り
削
聞
に
銭
じ
て

一
ケ
ト
リ
ピ
ケ

Y

前
取
火
泊
。

一
っ
た
同
に
改
め
た
o
能
殺
誌
に
、

『
御
耐
体

は
大
石

日
を
い
ひ
、
殺
生
開
t
h
y
-
然
止
し
た
υ
そ
の
年
間
甚
だ

一
一
郎
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。

一

オ
へ
ヤ
ヅ
キ
御
部
屋
附

訴
の
川
嗣
た
る
べ
き

一
也
。
い
づ
れ
の
御
品
開
討
に
や
知
れ
ず
。
』
と
あ
る
ω

法
き
に
す
3
0
川
は
御
日
柄
の
円
か
ら
除
い
た
。

一

オ
ヒ
ズ
ル
サ
ガ
シ
ツ
イ
カ
ノ
キ
笈
授
這
加
之
記

一
も
の
に
附
邸
す
る
士
を
御
部
屋
之
内
御
附
と
い
う

一

オ
ホ
ア
ラ
シ
ダ
キ
大
嵐
満

能
尖
附
州
大
胤
谷
の

オ
ヒ
コ
ミ
追
込

段
民
の
微
叫
を
却
す
る
に
諮

一
平
保
二
年
府
捌
同
定
の
討
す
腕
で
、
前
記
幸
若
の
笈

一
た
。
前
倒
背
徳
の
附
嗣
で
あ
っ
た
時
に
元
秘
イ

一
年

一
探
枕
に
懸
る
部
で
あ
る
o

込
が
あ
り
、
身
柄
を
組
紋
泊
に
預
け
、
訴
人
を
附
す

一
授
に
附
す
る
宅
献
で
あ
る
ω
そ
の
中
に
戦
終
が
能
昌
明

一
八
且
イ
七
日
初
め
て
不
戦
彦
三
お
貞
に
命
ぜ
ら
れ
、

一

オ
ホ
ア
ラ
シ
ダ
ニ
大
嵐
谷
能
災
訓
大
凶
山
の

る
も
の
で
あ
る
ω
町
人
に
も
潟
込
が
あ
っ
て
、
W
H
政

一
を
泊
治
し
た
と
す
る
、
大
川
町
制
同
州
枇
の
耐
ヰ
.
河
附
禿

一
江
戸
御
留
守
配
か
ら
錐
務
し
た
。
十
二
年
六
且
」
l
六

一
北
方
撲
初什
υ
そ
の
水
は
品
需
品
川
の
他
方
で
、
右
伴
か
ら

百
年
部
会
泌
を
仰
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。

一
諮
の
訟
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
日
菊
池
十
六
郎
武
服
、
十
六
年
前
間
椛
佐
恒
長
、
資

一
午
尚
川
に
自
ぐ
。

士
人
の
川
内
に
烈
似
す
る
。

一

オ
ヒ
ダ
シ
退
出

円
姓
父
は
村
役
人
の
刑
に
追

一
永
六
年
入
且
際
脳
内
厳
允
安
勝
・
永
井
織
部
正
良
も

一

オ
ホ
ア
ラ
シ
ヤ
マ
大
嵐
山

能
楽
榔
桑
門
町
の
一
保

オ
ピ
シ
ヤ
マ

帯
仕
山

能
尖
山
製
作
に
在
る
。

一
出
し
が
あ
る
o
川
地
家
財
を
波
状
し
た
上
、
他
榔
り

て
」
の
峨
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
皆
吉
徳
の
未
だ
家
借
を

一
雨
に
あ
る
山
o
討
さ
一
二

O
二
米
o
山
恨
依
縦
系
。

苛
こ
の
地
に
保
援
を
設
け
た
り
k

が
、
山
の
中
阪
に
水

一
住
民
稲
少
な
る
地
に
紗
す
も
の
で
、

2
fも
之
に
随

↑
相
釘
せ
ざ
る
聞
に
隠
尉
或
は
死
去
し
た
o
又
前
川
宗

一

オ
ホ
イ
ケ
大
池

河
北
川
出
冗
山
及
び
そ
の
削

を
引
い
た
川
、
恰
も
怖
を
料
、
A

如
く
に
見
え
た
か
ら

一
」
こ
と
を
裂
し
、
そ
の
住
所
の
定
ま
ら
ざ
る
聞
は
、

一
反
の
欧
制
時
代
の
御
附
は
、
草子保
十
二
年
前
川
崎
拙
佐

一
山
な
る
中

J

平
山
の
問
に
在
る
他
。
金
仰
人
は
こ
の

だ
と
の
併
設
を
有
す
る
o
『
応
に
も
肌
を
ゆ
る
さ
じ
剖
聞
紙
詐
預
父
は
入
牢
に
せ
ら
れ
た
。

一

!?
ニ
ノ
マ
ル
オ
ヒ

ロ
y

御
庇
式

オ
八
l

オ
ホ

一
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